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研究成果の概要（和文）：本研究の最大の成果としては、中国宋代の文人・歐陽脩の書簡九十六篇を南宋本の中から発
見したことがあげられる。歐陽脩は今から千年以上前に生まれた中国の偉人である。彼の全集は既に刊行されており、
未発見の書簡が存在しているとは全く想定されていなかった。その未発見書簡九十六篇を発見して、2011年の日本中国
学会で研究発表を行った。発見のニュースは朝日新聞等の日本のマスコミだけでなく、中国国営通信・新華社が報道し
、人民日報や光明日報等多くの中国のマスコミでも報道された。本研究期間に九十六篇の書簡についての研究を進め、
それらをまとめて、拙著『歐陽脩新発見書簡九十六篇－歐陽脩全集の研究－』を刊行した。

研究成果の概要（英文）：The most important fruit of this study is the discovery of 96 lettes written by Ou
 yang Xiu, a Chinese literary figure of the Song dynasty,among books from Southern Song. Ou yang Xiu is a 
Chinese literary figure born more than 1000 years ago. Since complete collections of his works have alread
y been published, it was beyond expectations that any of his letters still remained undiscovered. Based on
 the discovery of these previously unknown 96 letters, a study was presented at the Sinological Society of
 Japan in 2011.The news of the discovery was reported not only by Japanese media such as the Asahi Shimbun
, but also by China's national news agency, the Xinhua News A gency, as well as by major papers including 
the People's Daily and the Guangming Daily. During this study period, further development was made in the 
study of these 96 letters and the results were compiled and published by the author in the form of a book 
titled  "The Newly Discovered 96 Letters Written by Ou yang Xiu".

研究分野：

科研費の分科・細目：

人文学

キーワード： 中国文学　宋代文学　歐陽脩

文学・各国文学



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 
 本研究は、中国宋代、特に南宋時代に注目
し、思想･見解を表出する手段である文体を
考察することを中心として、南宋の印刷文化
や全集編纂等の考察を視野に入れて、南宋の
文学の特色を多面的に明らかにしようとし
て構想した。これまで、宋代は古文復興が行
われ、文体が確立した時代だと見なされてき
た。その際、宋の前半である北宋時代を中心
として考察されることが多く、後半の南宋時
代は付随的に言及されることが常であった。
本研究は、そこにメスを入れ、南宋時代に焦
点を据え、当時の出版、編纂等の状況を踏ま
えて、文章、さらには文学の特色について考
察しようと企図した。 
本研究は、これまで看過されてきた対象に
スポットを当てることで、研究の蓄積の少な
かった南宋時代の文学情勢を明らかにでき、
それは中国文学を考える上で有益であると
考え、研究を構想した。 
 
２．研究の目的 
 
本研究は、南宋時代の様々な文章に着目し、
その文体の特色を考察することを主な目的
とする。さらに文体の考察を通してみた南宋
時代の全集編纂、出版状況を分析することを
通して、多角的に南宋の文章や全集編纂等に
アプローチをして、北宋文人の南宋における
影響や宋代文学の全体像を浮き彫りにする
ことを目指した。 
 
３．研究の方法 
 
 南宋時代に刊行された文人の全集や作品
に見られる文章の考察を行う際に、南宋の文
人・劉克荘に注目し、彼の全集に収録されて
いる作品についてその特色を考察した。また、
全集編纂の状況については、南宋時代に編纂
された『歐陽文忠公集』153巻について、こ
の全集が南宋時代に幾度か刊行されている
ことを明らかにし、当初の原刻本に、後に作
品が添付されていく編纂過程を考察した。か
かる編纂過程の考察は、南宋時代に編纂され
た全集 3種類を収集した上で、それらを詳細
に比較するという方法で研究を進めた。 
 
４．研究成果 
 
本研究の最大の成果としては、南宋時代の
全集編纂を考察する過程で、これまでその存
在が全く知られていなかった中国宋代の文
人・歐陽脩の書簡九十六篇を南宋本の中から
発見したことがあげられる。歐陽脩は今から
千年以上前に生まれた中国の偉人である。彼
の全集は既に刊行されており、未発見の書簡
が存在しているとは全く想定されていなか
った。この書簡九十六篇を世界で初めて発見
したことについて、2011 年に開催された日本

中国学会で「歐陽脩の書簡 96 篇の発見につ
いて」と題して研究発表を行った。この研究
発表は、非常に関心を集め、歐陽脩未発見書
簡 96 篇を発見したことについては、日本の
朝日新聞、毎日新聞、読売新聞、日経新聞、
西日本新聞等に記事が掲載され、時事通信や
共同通信で配信されたことにより、多くのネ
ットにも記事がでた。たとえば国宝ニュース
や 47 ニュース、時事ドットコム、海外情報
ニュース、楽天 woman、eo ニュース、サーチ
ナ、レコードチャイナなど。 
さらに、中国では中国国営通信の新華社が
この発見についての記事を配信し、それを受
ける形で、長江日報、遼寧日報、広州日報、
瀟湘晨報、陝西日報、羊城晩報、東楚晩報、
文匯報、香港文匯報等の多くの新聞に発見の
記事が転載され、人民網や新民網等の数多く
のネットでも記事が引用されて、今回の発見
は中国で多大な反響を巻き起こした。その後
もネットでは、多くの記事が掲載されて、た
とえば 2011 年 11 月 15 日の人民網では「国
宝級文物歐陽脩 96 篇書信現日本」と題して
特集も掲載された。日本中国学会での発表が
終わった翌日には、人民日報の東京支局長か
ら取材の申し込みがあり、10 月 14 日に九州
大学の本部で取材を受けた。この記事は 2011
年 11 月 14 日の人民日報に掲載された。12 月
には光明日報の東京支局長が取材に来た。研
究室で取材を受けたので、記者には実物の資
料を見せることができ、より具体的に説明で
きた。この記事は、研究室にある資料の写真
とともに 2012 年 1 月 7 日の光明日報に掲載
された。2012 年 5月に刊行された『武漢大学
学報』においては「新発現歐陽脩書簡研究専
題」として特集されて、私が発見した 96 篇
の書簡に関連する中国学者の論文が4本掲載
された。中国や台湾、マレーシアの学者から
も問い合わせのメールが多数届いた。このよ
うに、日本のみならず海外での反響も凄まじ
いものであり、これは千年以上前に生まれた
歐陽脩という偉人の未発見書簡が存在して
いたという事実への驚き、しかもそれが九十
六篇も大量に出てきたという衝撃、さらに本
場の中国ではなく日本から出てきたという
意外性、これらが合わさって巻き起こされた
のだと思われる。 
これら新発見の九十六篇の書簡について
は、本研究期間に研究を総合的に進め、『歐
陽脩新発見書簡九十六篇－歐陽脩全集の研
究－』としてその成果を刊行した。 
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